
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20年後のたつの市役所を考えるワークショップ 

実施結果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 実施目的 

 

 本市における行政改革は、基本的な方針を示した行政改革大綱（平成 18 年策定）から本格的にスター

トし、５年ごとの見直しを経て、現在の「たつの市行政改革推進実施計画」（平成 29 年～令和 3 年度）

に至っている。 

この度、本計画の見直し検討のために、将来（２０４０年頃）に迫り来る社会課題（急速な人口減少・

高齢化）がある中で、住み続けたい“たつの市”であるためにはどのような行政サービスが必要か、市民か

ら意見を聴く場として「市民ワークショップ」を開催した。 

 



■ 20 年後のたつの市役所を考えるワークショップについて 

 

■ 実施日時 令和２年 12 月 6 日（日）10：00～12：00 

 

■ 実施会場 たつの市役所 新館 4 階 災害対策本部兼大会議室 

 

■ 対象者 市内に在住又は通勤・通学している高校生以上 50 歳未満の方 

 

■ 参加者プロフィール ２４名 

 

 

 

 

■ ワークショップの流れ 

 

 

1人

16人

7人

年齢

20歳代 30歳代 40歳代

18人
6人

男女比

男性 女性

発表準備（班に戻り意見をまとめる）

ワールドカフェ（他班に出かけて情報交換）

ワークショップ（4名×6グループで議論）

20年後①見直す②現状維持③拡充すべき行政サービスを検討

話題提供（自治体戦略2040構想研究会資料より）



■ 議題の共有 

 

自治体戦略 2040構想研究会（総務省主催）の報告より、「社会課題」と「2040年頃に想

定される行政課題～人口減少下において満足度の高い人生と人間を尊重する社会をどう構

築するか～」を共有するために以下の項目を紹介し、議題提供した。 

 

① 全国の人口動向（※たつの市の状況） 

 

② 2040年頃までに想定される課題 

ⅰ）子育て・教育 

・社会構造（共働き等）の変化に即した子育て環境整備が必要 

・ニーズ変化（幼稚園➡保育所・こども園） 

・大学進学率が低い地方圏において、高等教育を受ける機会の更なる喪失の恐れ 

ⅱ）医療・介護 

・高齢者増により、介護需要増 

・一人暮らし高齢者の増。（家族や地域の支えが弱い） 

ⅲ）インフラ・公共交通 

・人口減少下による公共料金（上下水道料金）の上昇 

・老朽化したインフラ・公共施設の更新が大幅に増加（※たつの市の状況） 

・公共交通に経営環境悪化による利便性低下（廃止路線の増） 

ⅳ）空間管理・防災 

・都市のスポンジ化（低密度化）が進行 

・空き家の増加 

ⅴ）労働力、テクノロジー 

・労働人口の減少によって、ヒトと機械の共存、協調が求められる 

 

③ ※たつの市の財政状況 

貯金状況（基金）、借金状況（地方債）等の財政状況について 

 

※たつの市の人口動向、公共施設の状況及び財政状況については、事務局（企画課）が紹介。そのほかは、

コーディネーター（納屋工房・長谷川氏）が紹介。 



 

■ ワークショップ「20年後の行政サービスのあり方の検討」 

 職員数が今の半数になったとしても持続可能な形で住民サービスを提供することができる自治体であ

るために、将来（20 年後）を想像して「行政サービスのあり方」を検討する。厳しい状況を想定しての

シミュレーションである。 

（ワークショップ）4 人 1 組×６グループに分かれ、吹き出しの付箋を使って、1 枚に 1 つの行政サービ

スを書き出し、模造紙に貼付する。模造紙は 4 つ折りにし、左は「見直すべき（減らしてもよい）」、真ん

中は「現状維持」、左は「拡充すべき」、そして、上は「行政がそのまま担う」、下は「民間委託や市民が

担う」とする。それぞれの行政サービスのあるべき位置に貼付する。 

 

（ワールドカフェ）班を移動して、別の班と情報交換を行う。四角の付箋を使って、足りない情報や共感

できる情報を貼付する。 

 

（発表）各グループ３分で議論の内容（目立った意見、グループの特徴的な点など）を発表する。 

 

吹き出しの付箋 

（自班の意見） 

四角の付箋 

（他班の意見） 



■ ワークショップ結果（A班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・コンパクトシティを目指して駅周辺に施設を集約 

・支所や施設：再編集（リモートも活用） 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・図書館：大きく、時間を長く（学生は塾などもあるし長時間開けて勉強できる） 

・あかねちゃん：子どもや妊婦世代は無料にして利用者を増進 

・子どもの朝ごはんを提供、核家族やひとり親世帯にサービス向上 

・地域と学校の協働でコミュニティ・スクールをつくる 

・産婦人科も必要だが、育てる段階で検診事業の拡充、病児保育の充実 

・ネット広報の活用 印刷物だけでなく若者が情報を取りやすく 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・自治会などと協働してパークマネジメントを進める 

・ごみは資源になる、肥料になるものを大切にする 

・図書館などの使い方を再認識してコミュニティ活動拠点にする 

 

 



■ ワークショップ結果（B班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・公共施設（公民館、図書館、公園など）：老朽化した公共施設は集約して維持費を減少させる。合併で

多すぎると思うので、こちらには図書館、こちらにはスポーツ施設といったふうに集約を検討。不要な施

設は民間に売却して資金を捻出。 

公園については、老朽化した遊具を撤去したまま数を残すのではなく、車で行ける大きな公園を整備

し集約した方がよい。 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・保育時間の延長：子育て世代の共働き世帯を支援するため 

・産婦人科 

・企業誘致 

・空き家の取り壊し補助金 

・大学や学校の誘致 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・見守り隊 

・住民票発行 

 



■ ワークショップ結果（C班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・花火 

・小学校：小中一貫にする 

・窓口の手続き 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・ブランディング：たつの市のキーワードは「ほどよい田舎」。海もあるし山もある、ほかの市町と差別

化する必要がある。 

・ICT の活用：福祉×ICT、学校教育×ICT（プログラミング教育）など 

・５G の活用 

・多産対策、産婦人科をなんとかする 

・対面コミュニケーション 

・廃校活用 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・ドローン活用 

・空き家活用 

 



■ ワークショップ結果（D班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・公民館、公共施設：合併してもそのまま使っているので、不要なものはつぶして芝生のグラウンドなど

管理しやすく必要とされている施設に変更する。 

・調整区域は活用しづらいので、見直し 

・ホールの数、学校の数 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・南北道路の増設（路線増） 

・産婦人科がないので開院を 

・広報の見直し：小さな情報をまとめられる仕組み、紙で高齢者向け、ネットで若者向けなど 

・橋の数 

・地産地消 

・自動車の充電スタンド 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・病院と買い物が一緒にできる複合施設 

・企業誘致で税収アップ ここから先は工業団地、ココからは住宅地、すきまに保育園 

・ホールの民間運営 

・ごみ処理 

・高齢者の活用 

 



■ ワークショップ結果（E班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・窓口業務 

・花火：あちこちでやっているのをまとめる、４年に一度にして大きくやるのもいい。 

・子どもの医療費 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・空き家を活用し、ゲストハウスやたつの市をお試ししていただく →人口減少に対応 

・自転車などモビリティの活用検討 →まちを楽しむために 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・揖保乃糸、皮革などの名物産業を SNS を活用し、意図を持った投稿が必要。 

・空き家活用：空き家＋農地、テレワーク移住の推進など 

・ふれあい広場など、人とのコミュニケーションを促す場 

 

 

 

 

 



■ ワークショップ結果（F班） 

●見直すべき（減らしてもよい）と考える行政サービス 

・図書館 

・公園 

・窓口業務 

 

●現状維持又は拡充すべきと考える行政サービス 

・公園 

・産婦人科 

 

●民間委託・市民が担っていくべきと考える行政サービス 

・図書館：図書館には「交流の場」「子どもの遊ぶ場」機能があることに着目、図書館という物自体をな

くすというわけではなく、中のもの、人などを民間委託するなどで対応するという考え方に至った。 

・交流の場、子どもの遊ぶ場 

・施設を対象に増やす減らすという議論をしていたが、いまある施設をほかに活かす、つなぐような行政

の仕組みをつくることで、民間ともつなぐことができる 

 

 


